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企画財政課

松林　聡

「地域とつながる高校魅力プロジェクト」について（鹿島市長による講義）

アピールポイント

令和３年度の第一四半期は、以下の取り組みを行う。
　
     件　名　　　　 鹿島市長による講義
　　 実施日      　令和３年５月１８日（火）
　　 対象生徒　　佐賀県立鹿島高等学校１年生　２１３名
　　講義内容　　 ①鹿島の歴史（鍋島家等）②現状における鹿島市の課題
　　講義時間 　  １１時００分～１２時００分

　
   （参　考）　　　　令和２年度の取り組み（１年生）
     件　名　　　　 鹿島市長、市職員７名による講義
     実施日　　　　２年５月22日（市長講義）、２年６月19日（市職員講義）、２年11月20日（発表会）
　　 対象生徒　　 佐賀県立鹿島高等学校１年生　２３０名
　　 講義内容　　 鹿島市から見る７つの分野について職員７名が講義を実施。
　　　　　　　　　　 ①地域・経済②国際関連③医療・福祉④環境・生活⑤社会・文化

　　　　　　　　　　 ⑥科学技術⑦食

　

　

少子化が進行するなか、地方においては東京圏をはじめ、都市部へ若者が流出して
おり、そのきっかけは
（１）高校卒業後の進学、就職
（２）大学卒業後の就職
（３）結婚
以上の３要素と言われている。
　当市においても生産年齢の減少や若者流出が懸念されており、このような状況を解
消していくには、若者に鹿島のことをよく理解、熟知させる必要がある。
　その解消策の一つとして、地域資源の豊かさを生徒に理解させるとともに、地域を愛
する心を育む教育や市内で活躍しているリーダーと生徒が交わる機会を作るなど
①「地方創生」を意識した教育環境の向上
②魅力と活力ある高校づくり
を目標に、鹿島高校と鹿島市が連携し、令和元年度から３ヶ年計画で同プロジェクトを
スタートさせている。
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